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レプリケーション用にクラスタをペアリング

リアルタイムレプリケーション機能を使用するには、最初に 2 つのクラスタをペアリン
グする必要があります。2 つのクラスタをペアリングして接続したあと、一方のクラス
タのアクティブなボリュームをもう一方のクラスタに継続的にレプリケートするように
設定することで継続的なデータ保護（ CDP ）を実現できます。

必要なもの

• ペアリングするクラスタの一方または両方に対するクラスタ管理者権限が必要です。

• すべてのノード MIP とノード SIP を相互にルーティングする必要があります。

• クラスタ間のラウンドトリップレイテンシが 2 、 000 ミリ秒未満である必要があります。

• 両方のストレージクラスタに、一意のクラスタ名、 MVIP 、 SVIP 、およびすべてのノード IP アドレスが
必要です。

• クラスタの Element ソフトウェアのバージョンの違いが 1 メジャーバージョン以内である必要がありま
す。それよりも離れている場合、データレプリケーションを実行するには一方のクラスタをアップグレー
ドする必要があります。

クラスタをペアリングするには、管理ネットワーク上のノードどうしが完全に接続されている
必要がレプリケーションを実行するには、ストレージクラスタネットワーク上の個々のノード
が接続されている必要があります。

ボリュームのレプリケーション用に、 1 つのクラスタを最大 4 つの他のクラスタとペアリングすることがで
きます。同じクラスタグループに含まれるクラスタどうしをペアリングすることもできます。

詳細情報

ネットワークポートの要件

MVIP またはペアリングキーを使用してクラスタをペアリング

両方のクラスタにクラスタ管理者としてアクセスできる場合は、ターゲットクラスタの
MVIP を使用してソースとターゲットのクラスタをペアリングできます。クラスタペア
の一方のクラスタにしかクラスタ管理者としてアクセスできない場合は、ターゲットク
ラスタでペアリングキーを使用してクラスタをペアリングします。

1. 次のいずれかの方法を選択してクラスタをペアリングします。

◦ MVIP を使用したクラスタのペアリング：この方法は、両方のクラスタにクラスタ管理者としてアク
セスできる場合に使用します。リモートクラスタの MVIP を使用して 2 つのクラスタをペアリングし
ます。

◦ ペアリングキーを使用したクラスタのペアリング：この方法は、一方のクラスタにしかクラスタ管理
者としてアクセスできない場合に使用します。ペアリングキーを生成し、そのキーをターゲットクラ
スタで使用してクラスタをペアリングします。
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詳細情報

• MVIP を使用してクラスタをペアリング

• ペアリングキーを使用してクラスタをペアリングします

MVIP を使用してクラスタをペアリング

一方のクラスタの MVIP を使用してもう一方のクラスタとの接続を確立することによ
り、リアルタイムレプリケーション用に 2 つのクラスタをペアリングできます。この方
法を使用するには、両方のクラスタに対するクラスタ管理者アクセスが必要です。クラ
スタをペアリングする前に、クラスタ管理者のユーザ名とパスワードを使用してクラス
タアクセスを認証します。

1. ローカルクラスタで、 * Data Protection * > * Cluster Pairs * を選択します。

2. * クラスタのペアリング * をクリックします。

3. Start Pairing * をクリックし、 * Yes * をクリックして、リモートクラスタへのアクセス権を持っているこ
とを示します。

4. リモートクラスタの MVIP アドレスを入力します。

5. リモートクラスタでのペアリングの完了 * をクリックします。

[* Authentication Required* ] ウィンドウで、リモートクラスタのクラスタ管理者のユーザ名とパスワード
を入力します。

6. リモートクラスタで、 * データ保護 * > * クラスタ・ペア * を選択します。

7. * クラスタのペアリング * をクリックします。

8. [ 完全ペアリング ] をクリックします。

9. 完全ペアリング * ボタンをクリックします。

詳細情報

• ペアリングキーを使用してクラスタをペアリングします

• "Pairing Clusters using MVIP （ビデオ）"

ペアリングキーを使用してクラスタをペアリングします

ローカルクラスタにはクラスタ管理者としてアクセスできるが、リモートクラスタには
アクセスできない場合は、ペアリングキーを使用してクラスタをペアリングします。ロ
ーカルクラスタで生成したペアリングキーをリモートサイトのクラスタ管理者に安全な
方法で送信して接続を確立し、リアルタイムレプリケーション用にクラスタをペアリン
グします。

1. ローカルクラスタで、 * Data Protection * > * Cluster Pairs * を選択します。

2. * クラスタのペアリング * をクリックします。

3. Start Pairing * をクリックし、 * No * をクリックして、リモートクラスタにアクセスできないことを示し
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ます。

4. [* キーの生成 * ] をクリックします。

この操作により、ペアリング用のテキストキーが生成され、ローカルクラスタにクラスタ
ペアが未設定の状態で作成されます。手順を完了しない場合は、クラスタペアを手動で削
除する必要があります。

5. クラスタペアリングキーをクリップボードにコピーします。

6. このペアリングキーをリモートクラスタサイトのクラスタ管理者に渡します。

クラスタペアリングキーには、リモートレプリケーション用にボリューム接続を許可する
ための MVIP のバージョン、ユーザ名、パスワード、およびデータベース情報が含まれて
います。このキーの取り扱いには十分に注意し、ユーザ名やパスワードが誤って外部に漏
れたり不正に使用されたりしないように適切に管理してください。

ペアリングキーの文字はいっさい変更しないでください。キーが変更されると無効になり
ます。

7. リモートクラスタで、 * データ保護 * > * クラスタ・ペア * を選択します。

8. * クラスタのペアリング * をクリックします。

9. 完全ペアリング * をクリックし、ペアリングキー * フィールドにペアリングキーを入力します（貼り付け
を推奨します）。

10. [ 完全ペアリング ] をクリックします。

詳細情報

• MVIP を使用してクラスタをペアリング

• "Pairing Clusters using a Cluster Pairing Key （ビデオ）"

クラスタペアの接続を検証

クラスタペアリングが完了したら、クラスタペアの接続を検証して、レプリケーション
が成功したかどうかを確認できます。

1. ローカルクラスタで、 * Data Protection * > * Cluster Pairs * を選択します。

2. クラスタペア * ウィンドウで、クラスタペアが接続されていることを確認します。

3. * オプション： * ローカルクラスタと * クラスタペア * ウィンドウに戻り、クラスタペアが接続されてい
ることを確認します。
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